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今月号のみどころ
Ｐ２
　平成28年東串良町成人式

Ｐ３
　平成28年東串良町消防出初式

表紙の説明
　１月24日（日）、本町一帯雪景色となりました。
　奄美地方でも115年ぶりに雪が観測されるなど、県内、全国的
にも記録に残る積雪となりました。
　漏水や交通等で混乱もありましたが、雪だるまを作って楽しむ
子どもたちの様子も多く見られました。

１月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

転　入　12 人
転　出　21 人

出　生     5 人
死　亡     9 人

当月 （前月比）前月
（ ）1男 3,243 3,242

（ ）合　計 6,901 6,914
（ -12 ）世帯数 3,282 3,294

女 （3,658 3,672 ）
-13
-14



二
十
歳
の
誓
い　

本
日
は
、
新
成
人
を
迎
え

た
私
た
ち
の
為
に
、
素
晴
ら
し

い
式
典
を
挙
行
し
て
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
お
祝
い
や
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
、
町

長
を
は
じ
め
、
来
賓
の
方
々
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
本
日
、
成
人
式
を
迎
え
、
晴
れ
て
大

人
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
法
の
上
で
も
一
人
一
人
が
社
会
の
一
員
に
な
り

ま
す
。
一
人
の
大
人
と
し
て
、
権
利
と
義
務
が
与
え

ら
れ
る
と
同
時
に
、
社
会
人
と
し
て
、
自
覚
を
持
っ

た
責
任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

自
ら
考
え
行
動
し
、
社
会
人
と
し
て
の
役
割
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
戦
後
七
十
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
し
た
。
ま
ず
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら

七
十
年
経
ち
、
遺
族
や
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
人
々
を

支
え
な
が
ら
、
核
を
廃
止
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発

信
し
て
き
た
歴
史
は
貴
重
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
核
拡

散
防
止
条
約
の
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
新
た
な
核
保
有
国
、
潜
在
核
保
有
国
が
現
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
核
廃
絶
へ
の
道
の
り
は
見
え
て

き
ま
せ
ん
。
改
め
て
核
兵
器
の
危
険
性
を
見
つ
め
な
お
し
、

自
分
た
ち
の
意
識
も
変
え
て
い
く
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
核

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
問
題
に
関
し
て
も
、
県
内
の
川
内

原
発
が
再
稼
働
さ
れ
ま
し
た
。
火
山
活
動
が
活
発
で
あ
り
、

様
々
な
リ
ス
ク
を
抱
え
、
住
民
の
反
対
意
見
も
多
い
中
の

再
稼
働
で
し
た
。
我
が
国
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の
大
津

波
に
よ
り
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
核
利
用
の
リ
ス

ク
を
学
ん
で
か
ら
、
わ
ず
か
五
年
で
す
。
ま
た
、
利
用
時

の
リ
ス
ク
以
外
に
も
、
核
廃
棄
物
は
将
来
世
代
に
負
の
遺

産
と
し
て
長
く
引
き
継
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
福
島
で
の

事
故
を
考
え
る
と
、
再
稼
働
に
向
け
た
十
分
な
議
論
が

あ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
核

に
よ
り
多
く
の
犠
牲
を
出
し
て
し
ま
っ
た
国
で
あ
る
の
で
、

こ
の
教
訓
を
活
か
し
、
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
教
訓
を
世
界
に
発
信
し
て
、
二
度

と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
呼
び
掛
け
て
い
く

べ
き
で
す
。
皆
さ
ん
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
よ
う
や
く
選
挙
権
を
得
ま
し
た
。
選
挙

や
他
の
機
会
を
通
じ
て
、
一
人
一
人
が
社
会
に
働
き
か
け
、

自
身
の
考
え
る
未
来
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
す
で
に
社
会
に
出
て
活
躍
し
て
い
る
人

や
、
学
校
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど
、
お
か
れ
て
い

る
立
場
は
様
々
で
す
。
し
か
し
、
地
元
の
た
め
に
力
を

尽
く
す
人
、
地
元
を
離
れ
て
活
躍
す
る
人
と
進
む
道
は

違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
思
い
描
き
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
自
分
の
人

生
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
東
串
良
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う

誇
り
を
胸
に
、
両
親
や
恩
師
、
友
人
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
自
分
の
力
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
、新
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
　
一
月
一
日 

　
　
　  

　
　
　
新
成
人
代
表
　
池
田　

雄ゆ
う

人と

平成７年度生まれ

48
名
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　

１
月
１
日
（
金
）、町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
平
成
28
年
東
串
良
町
成
人
式
に
は
、新
成
人
48
名
が
参
加
。

色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
振
り
袖
姿
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
友
人
た
ち

と
の
談
笑
や
記
念
撮
影
に
興
じ
る
な
ど
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
窓
生
と
の
再
会
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
へ
の
お
祝
い
と
し
て
青
年
団
が
作
成
し
た
「
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
」
に
は
、
保
護
者
の
方
に

登
場
し
て
頂
き
、
会
場
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

平成28年東串良町成人式

新成人
代表

町からの記念品受領

前野 佑
ゆ

佳
か

さん

町への記念品贈呈

田之頭 祐
ゆ か

佳さん

町民憲章朗読

小城 瑞
みず

希
き

さん

お礼のことば

立迫 尚
なお

輝
き

さん

テレビ中継も行われました 成人を祝して乾杯！
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１
月
10
日
（
日
）、
町
内
４
分
団
が

参
加
し
て
の
消
防
車
両
パ
レ
ー
ド
と

新
春
を
飾
る
恒
例
の
町
消
防
出
初
式

が
、
町
民
運
動
場
で
来
賓
多
数
ご
臨

席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

消
防
パ
レ
ー
ド
で
は
、
柏
原
の
波

見
港
前
か
ら
出
初
式
会
場
ま
で
を
各

分
団
の
消
防
車
で
走
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
出
初
式
で
は
、
４
分

団
１
１
０
名
の
消
防
団
員
を
町
長
ら

来
賓
者
が
観
閲
し
、
各
団
員
の
着
衣

と
各
分
団
に
配
置
し
た
消
防
車
な
ど

器
具
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
後
、
規

律
訓
練
、
操
法
、
表
彰
式
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

終
始
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
規
律
あ
る

行
動
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
消
防
出
初
式
で
の

表
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

 【
敬
称
略
】　

※（　

）は
分
団
名

★
表
彰
旗

　

東
串
良
町
消
防
団

★
勤
続
章

　

鈴
木　

満
秋 

（
柏　

原
）

　

松
田　

重
美 

（
新
川
西
）

　

永
峯　

忠
幸 

（
柏　

原
）

　

西
倉　

幸
一 

（
中　

央
）

　

福
留　

藤
夫 

（
柏　

原
）

★
功
績
章

　

牧
原　

敏
一 

（
中　

央
）

★
精
績
章

　

髙
﨑　

厚
志 

（
新
川
西
）

　

原
口　

哲
郎 

（
新
川
西
）

　

鳥
越　

清
治 

（
新
川
西
）

★
40
年
勤
続
章

   

中
島　

重
春 

（
中　

央
）

   

西
山　

康
郎 

（
柏　

原
）　

（
故
）
本
倉
三
男 

（
中　

央
）

★
10
年
勤
続
章

　

若
松　

克
志 

（
中　

央
）

　

新
原　

哲
郎 

（
新
川
西
）

　
★
15
年
勤
続
章

　

有
留　

修
作 

（
別
府
原
）

　

堀
口
幸
三
郎 

（
柏　

原
）

　

内
門　

三
郎 

（
新
川
西
）

　

吉
ケ
﨑
隆
雄 

（
新
川
西
）

　

山
﨑　

利
秋 

（
新
川
西
）

★
20
年
勤
続
章

　

牧
原　

敏
一 

（
中　

央
）

★
20
年
勤
続
妻
の
表
彰

　

牧
原
喜
代
美 

（
中　

央
）

★
退
団
者
表
彰

　
（
故
）
本
倉
三
男 

（
中　

央
）

　

西
倉　

幸
一 

（
中　

央
）

　

永
野　

敏
郎 

（
別
府
原
）

　

宮
脇　

章
平 

（
別
府
原
）

　

上
別
府　

丈 

（
別
府
原
）

　

福
留　

藤
夫 

（
柏　

原
）

　

隈
元　

勝
一 

（
柏　

原
）

　

立
石　

智
也 

（
柏　

原
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会

総
裁
表
彰
（
伝
達
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会

肝
属
支
部
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
（
伝
達
）

東
串
良
町
長
表
彰

鹿
児
島
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

規律ある行動を披露
～平成28年 東串良町消防出初式～
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○ 新旧税額表 （単位：円）

車 種 旧税額 新税額 重課税額

原動機付自転車

二輪のもので総排気量 50ｃｃ以下 1,000 2,000 

二輪のもので総排気量 90ｃｃ以下 1,200 2,000 

二輪のもので総排気量 125ｃｃ以下 1,600 2,400 

ミニカー 2,500 3,700 

軽自動車

二 輪（125cc 超 250cc 以下） 2,400 3,600 

三 輪 3,100 3,900 4,600 

四 輪

乗 用
自家用 7,200 10,800 12,900 

営業用 5,500 6,900 8,200 

貨 物
自家用 4,000 5,000 6,000 

営業用 3,000 3,800 4,500 

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 2,400 

その他のもの 4,700 5,900 

二輪の小型自動車（250CC 超） 4,000 6,000 

○ 重課税率について

○ 軽課税率について

（1）電気自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減） 

（2）★★★★かつ平成 32年度燃費基準+20％達成の乗用のもの 

（3）★★★★かつ平成 32年度燃費基準の乗用のもの 

（4）★★★★かつ平成 27年度燃費基準+35％達成の貨物用のもの 

（5）★★★★かつ平成 27年度燃費基準+15％達成の貨物用のもの 

（★★★★＝平成 17年排出ガス基準 75％低減達成） 

【軽課税率表】 (単位：円) 

車   種 

税率(年税額) 

（1） 

 税額を 75％ 

程度軽減 

（2）（4） 

  税額を 50％

程度軽減 

（3）（5） 

  税額を 25％

程度軽減 

軽自動車 

            三    輪 1,000 2,000 3,000 

 四輪以上 

 乗用 
 自家用 2,700 5,400 8,100 

 営業用 1,800 3,500 5,200 

 貨物用 
 自家用 1,300 2,500 3,800 

 営業用 1,000 1,900 2,900 

上記の税額表のとおり、地球環境を保護する観点から、新車新規登録後 13 年経過した三輪、四輪

の軽自動車について重課が適用されます。ただし、電気自動車、天然ガス軽自動車、メタノール

軽自動車、混合メタノール軽自動車及びガソリンを内燃機関の燃料として用いる電力併用軽自動

車並びに被けん引車はその対象外です。 

平成 28 年度に限り、三輪と四輪以上の軽自動車のうち、排出ガス性能と燃費性能の優れた環境負

荷の小さいものについてグリーン化特例により下表の軽課税率が適用されます。 

対象車両は、平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに最初の新規検査を受けた三輪及び

四輪の軽自動車で、下記の（1）～（5）のいずれかにあてはまるものです。 

平成28年度軽自動車税の新税率（年税額）をお知らせいたします
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申告相談会場等のご案内
　税務署が開設する申告相談会場は次のとおりです。 
　なお、申告書は会場内で作成・提出することもでき
ますが、国税庁ホームページで作成し、印刷して郵便
又は e-Tax により提出することができますので、是非、
ご利用ください。

【税務署が開設する申告相談会場】

開設場所　 鹿屋合同庁舎　４階共用会議室 
（鹿屋市西原４丁目５番１号）

開設期間　 平成 28 年２月 16 日（火）から平成 28 年
３月 15 日（火）（ただし、土、日は除く。）

受付時間　午前９時から午後４時まで

※ 駐車場には限りがあり、混雑が予想されますので、なる
べく公共交通機関をご利用ください。

※ 申告期限間際になりますと申告会場が混み合うことが予
想されますので、早めの申告にご協力をお願いします。

鹿屋税務署（電話 0994-42-3127）※自動音声案内

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
　平成 25 年分から平成 49 年分まで、復興特別所得税

（原則として各年分の所得税額の 2.1％）を所得税と
併せて申告・納付することとされています。
　確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税
額」欄の記載漏れのないようご注意ください。

※ 還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復
興特別所得税額」欄の記載が必要となります。

　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp/）の「個人の方に係る復興特別所得税のあらまし」
をご覧いただくか、最寄りの税務署へご相談ください。

鹿屋税務署（電話 0994-42-3127）※自動音声案内

公的年金収入のある方の確定申告について
　公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下で、
かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20
万円以下である場合には、所得税及び復興特別所得
税について確定申告をする必要はありません。
　ただし、この場合であっても、

① 所得税及び復興特別所得税の還付を受けるために
は、確定申告書を提出する必要があります。

② 住民税の申告が必要な場合があります（お住まいの
市区町村にお尋ねください。）。

　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp/）をご覧いただくか、最寄りの税務署へご相談く
ださい。

鹿屋税務署（電話 0994-42-3127）※自動音声案内

電子証明書の更新手続はお済みですか
　住基カードの電子証明書の有効期限は３年です。有
効期限を過ぎた場合には、電子証明書を取得した市役
所等の窓口において、更新手続が必要になります。
　なお、個人番号カードの導入により、住基カードにつ
いては、平成 27 年 12 月末をもって交付が終了し、平
成 28 年１月から個人番号カードの発行が開始されます。
　また、個人番号カードの交付には日数がかかる場合
がありますので、e-Tax 等の行政手続を利用される場
合には、早めの申請手続が必要となります。
　詳しくは、総務省ホームページ（http://www.soumu.
go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/kojinninshou.

htm）をご覧ください。
　おって、個人番号カードを取得された方については、
個人番号カードに電子証明書が標準的に付与されてい
ますので、引き続き、e-Tax の利用ができます。

※ 電子証明書を更新された方については、e-Tax を使用す
る前に電子証明書の再登録が必要となります。

　詳しくは、公的個人認証サービスポータルサイト（http://
www.jpki.go.jp/）又 は 国 税 庁 ホ ー ム ペ ージ（http://
www.nta.go.jp/）をご覧ください。

鹿屋税務署（電話 0994-42-3127）※自動音声案内

5 2016. ２ 広報



         特定健診・特定保健指導について            

本町では、国民健康保険加入者の生活習慣病の発症予防・早期発見及び早期治療 

による重症化予防を目的に特定健診・特定保健指導を実施しています。 

生活習慣病の多くは、初期段階では自覚症状はありません。 

自覚症状が現れたときには病気が進行しているため、治療に時間やお金がかかって 

しまい、本人や家族に大きな負担となります。 

健診は、自分の体の状態をチェックできる絶好のチャンスです。 

健康づくりに欠かせない習慣として１年に１回は健診を受けてみませんか？ 

健康は、あなたの生活設計に大きな安心と自信をもたらします！ 

まだ健診を受診されていない方は、平成２８年３月末まで町が契約している下記の 

医療機関で個別に健診を受けることができます。 

個別健診の受診を希望される方は、平成２８年２月末までに役場福祉課国保保健衛生 

係（63－3103）まで申込ください。 

※ 上記の健診以外に、毎年年３回は町の集団健診及び８月から１１月までは鹿屋市 
医師会に属する医療機関で個別健診、また、４月から３月まで特定健康診査情報 
提供事業を実施します。 

 
 
 
 
 

     特定健診・特定保健指導推進員の委嘱について      

平成２８年１月１５日から平成２８年３月３１日まで特定健診・特定保健指導推進員 
３名を委嘱し、特定健診・特定保健指導の推進を図ります。 

今年度、特定健康診査情報提供事業の利用を承諾されている方で、医療機関へ情報提供  
 票の提出が確認できていない方を対象に特定健診・特定保健指導推進員が訪問いたします。 

 

 

 

個別健診を受診できる医療機関（肝属東部医師会） 

医療機関名 住所 

１  医療法人 常慈会 小浜クリニック  鹿屋市吾平町上名10番地 

２  医療法人 道成会 花田整形外科・リウマチ科医院  鹿屋市串良町有里1-1 

３  福留クリニック  鹿屋市串良町上小原3046 

４  医療法人 啓佑会 山内クリニック  肝属郡肝付町前田4816番地2 

５  医療法人 社団春陽会 春陽会中央病院  肝属郡肝付町新富485 

６  医療法人 南泉会 高山胃腸科・外科  肝属郡肝付町前田923番地1 

７  医療法人 寛清会 吉川医院  肝属郡肝付町前田863-1 

８  医療法人 山路医院  肝属郡東串良町池之原141番地 

９  社会福祉法人内之浦会 吉重クリニック  肝属郡肝付町北方581-1 

【特定健診・特定保健指導推進員】 
末村 玲子 さん 
玉利 ゆかり さん 
林 弥生 さん 

生活習慣病等で治療中の方は、検査結果を情報提供していただくことにより、特定健診を受診
したとみなされます。 

医療機関で既に検査を受けている検査項目以外に、特定健診の中で通常実施している検査項目
を医療機関で追加し検査を受けることができます。 

特定健康診査情報提供事業とは？  
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定住促進住宅用地貸付
対象者募集のお知らせ

このたび、平成２５年度から貸付を行っている「第２にぎやかタウン池之原」に

おいて空き区画が発生しましたので、新たに貸付対象者を募集いたします。 

貸付を希望される方は、募集期間内にお申し込みください。 

募集要項および貸付申請書の様式など、詳しい内容につきましては役場企画課ま

でお問い合わせください。 

なお、申込者が複数の場合、抽選を行います。 

○募 集 地：東串良町池之原２６８６－２２（496.38 ㎡） 

○貸  付  料：13,500 円／月 

○募 集 期 間：平成２８年２月１２日（金） 午前８時３０分 

～ ２月２６日（金） 午後５時００分 

○申 込 方 法：所定の貸付申請書に必要書類を添付し、役場企画課へ提出 

○貸付対象基準：(１) 東串良町に永住し、住民票を移すことができる方 

(２) 年間所得が 150 万円以上ある方 

(３) 年齢は概ね 50 歳までとし、同居する親族がいる方 

(４) 貸付契約後３年以内に自己の居住する住宅（プレハブ等を

除く）を新築することが確約できる方 

募集区画位置図 

【お問い合わせ】
東串良町役場企画課 　TEL：0994-63-3122 　e-MAIL：kikaku@higashikushira.com 

募集区画現況 
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第 １ １ 回 町 指 定 有 形 文 化 財

薬 師 如 来 像

町 指 定 日 ： 昭 和 59年 10月 16日

新 川 西 の 薬 丸 宅 の 薬 師 如 来 像 は 高 さ ８ ５ ｃ ｍ の
や く し に よ ら い ぞ う

木 造 製 で 、 一 緒 に 脇 侍 像 （ 仏 像 の 左 右 に 付 き 添 っ た
き よ う じ ぞ う

形 で 立 つ 像 ） ２ 躯 （ 日 天 師 、 月 天 師 )と 、 眷 属 像
く け ん ぞ く ぞ う

（ 従 者 ） １ ２ 躯 、 仁 王 像 ２ 躯 が 奉 ら れ て い ま す 。

作 ら れ た 年 は 薬 師 如 来 像 が １ ５ １ ９ 年 、 脇 侍 ・ 眷 属 ・

仁 王 像 が １ ７ ７ ８ 年 と な っ て お り 、 廃 仏 毀 釈 か ら 難 を 逃 れ た 貴 重 な 財 産 で あ る と
は い ぶ つ き し や く

し て 指 定 を 受 け ま し た 。

唐 仁 古 墳 群 移 動 展 示 会 の お 知 ら せ

昨 年 度 の ８ 月 か ら 実 施 し て お り ま し た 、

「 唐 仁 古 墳 群 移 動 展 示 会 」 は 、 現 在 東 串 良 町 郷 土

研 修 館 に て 開 催 し て お り ま す 。

今 年 度 は ２ 月 末 日 ま で の 開 催 と な り ま す 。

ま だ 、 ご 覧 に な っ て い な い 方 は お 早 目 に ご 覧

く だ さ い 。

な お 、 東 串 良 町 郷 土 研 修 館 は 毎 週 月 曜 日 が

休 館 と な り ま す 。 開 館 時 間 は 午 前 10時 ～ 午 後 3時 ま で と な っ て お り ま す の で 、 ご 注 意

く だ さ い 。
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幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

～ 第４４回 ～

第１回 東串良町児童生徒向け郷土（ひっくら）検定を実施
～ 「ふるさと 東串良」について学びます！ ～

東串良町の小･中学生が，本町の歴史や
文化等を学ぶ楽しさに触れ，その成果を実
感することができるよう，「東串良町児童
生徒向け郷土（ひっくら）検定」を実施し
ました。第１回となる本年度は，平成２５
年度に作成した児童生徒向け郷土誌から
「郷土の偉人（須田先生・中倉先生）」に
ついて出題し，町内の小学４年生から中学
２年生までの児童生徒が検定に挑戦しまし
た。検定当日には，安松良和さんや稲村博
文さんによる講話等も計画され，「ふるさ
と東串良」が輩出した偉人の方々について
学び，自分の生き方について見つめるよい機会となりました。

須田先生についての講話（安松さん） 中倉先生についての講話（稲村さん）

東串良町教育委員会（役場３階）
管理課 ６３－３１３３ 主に学校教育・就学相談など
社会教育課 ６３－３１３４ 主に社会教育・家庭教育など

こんにちは。
教育委員会です。

○　２～３月の教育委員会主催行事
・　２月１３日（土）	 小学校英語活動発表会・中学校英語スピーチ大会　
	 	 ９時～	 	 総合センター
・　２月２０日（土）	 地域とふれあう日	 	 	 町内各集落公民館等
・　２月２１日（日）	 町生涯学習推進大会	 	 	 総合センター
・　２月２３日（火）	 家庭読書の日	
・　２月２６日（金）	 町校外生活指導連絡会（町いじめ問題対策連絡協議会）	 役場３階
・　２月２７日（土）	 土曜学習講座「ひっくら塾」閉講式	 ９時３０分～	 	 役場３階
・　３月１９日（土）	 地域とふれあう日	 	 	 町内各集落公民館等
・　３月２３日（水）	 家庭読書の日
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な
ど
の
報
告
、
弊
局
広
報
誌
へ

の
投
稿

○ 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年
１

～
２
回
、
希
望
者
の
う
ち
一
定
数
）

※ 

弊
局
の
広
報
誌
な
ど
、
国
有
林
に
関
す
る

資
料
を
定
期
的
に
お
送
り
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

九
州
・
沖
縄
８
県
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以

上（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）の
方
で
、森
林
・

林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
を
有
す
る
方
。

※ 

国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
公
共

団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、
国
有

林
野
事
業
職
員
Ｏ
Ｂ
、
森
林
・
林
業
担
当

の
自
治
体
職
員
並
び
に
平
成
27
年
度
に
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
方
は
除
く
。

【
応
募
方
法
】

　

下
記
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、ハ
ガ
キ
、

封
書
、
メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
、
以
下
の
宛
先
ま
で
御
応
募
く

だ
さ
い
。
御
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

御
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
8
6
0
―0
0
8
1

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号

九
州
森
林
管
理
局　

企
画
調
整
課

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

T
E
L
：
0
9
6
―3
2
8
―3
5
1
1

F
A
X
：
0
9
6
―3
2
8
―3
6
4
3

E-m
ail

：ky_kikaku@
rinya.m

aff.go.jp

【
必
要
事
項
】

・ 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、職
業
、住
所
、郵
便
番
号
、電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
）

・ 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け（
具

体
的
に
記
入
）

・ 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ
れ
た
理
由

（
1
0
0
字
程
度
）

※ 

御
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
従
い
、
適

正
に
取
り
扱
い
ま
す
。
な
お
、
一
度
送
付

い
た
だ
い
た
申
込
書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
募
集
期
限
】平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）（
当

日
消
印
有
効
）

【
発　

表
】

・ 

選
考
結
果
は
、
平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で

に
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

・ 

依
頼
状
と
共
に
、
確
認
事
項
と
同
意
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
署
名
の
上
ご
返
送

下
さ
い
。

※ 

選
考
結
果
に
対
す
る
個
別
の
問
い
合
わ
せ

に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

九
州
森
林
管
理
局　

企
画
調
整
課

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
：
田
中
、
埜
村

　

T
E
L
：
0
9
6
―3
2
8
―3
5
1
1

　

F
A
X
：
0
9
6
―3
2
8
―3
6
4
3

１月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（1/18～20）

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。
２月セリ市は２月 15 日～ 17 日の予定です。

頭数（頭） 最高価格（円）平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 63（56） 1,182,000 672,206 63,831 268
郡 740（578） 1,182,000 645,726 24,298 268

去
勢

町 74（70） 1,142,000 737,243 9,210 291
郡 773（678） 1,142,000 725,323 745 297

計
町 137（126） 1,182,000 707,336 44,571 280
郡 1,513（1,256） 1,182,000 686,388 13,937 283

平
成
28
年
度

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」の

募
集
に
つ
い
て
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○
吉
留
妙
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

　

吉
留
妙
子
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
平
成
18
年
10
月
か
ら
9
年
余
り
人
権
相
談
や

地
域
啓
発
活
動
等
を
通
し
て
、
人
権
擁
護
の
普
及
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣
並
び
に
鹿
児
島
地
方
法
務
局
長
及
び
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

○
上
別
府
エ
ツ
子
さ
ん
を
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱

　

平
成
28
年
1
月
1
日
付
け
で
、
野
口
美
保
さ

ん
と
上
別
府
エ
ツ
子
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
30
年
12
月
31
日
ま
で
3
年
間
で
、
人

権
相
談
な
ど
を
通
し
て
住
民
の
人
権
救
済
の
た

め
適
切
な
処
置
を
採
る
と
と
も
に
、
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
、
安
松
良
和
さ
ん
と
江
口
政
廣
さ
ん
が
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
別
府
エ
ツ
子
さ
ん
（
新
任
）
委
嘱
状
（
写
真
右
） 

吉
留
妙
子
さ
ん　
　

（
退
任
）
感
謝
状
（
写
真
中
央
） 

野
口
美
保
さ
ん　
　

（
再
任
）
委
嘱
状
（
写
真
左
） 

○
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

・�

日
時　
２
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

・
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

　

差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
暴
力
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
虐
待
、
い
じ
め
、
名
誉
毀
損
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
体
罰
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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投票日２月28日（日）
投 票 時 間

午前7時から午後7時まで

期日前投票　　２月24日（水）から２月27日（土）　

　　　　　　　午前８時30分から午後８時まで 

期日前投票所 東串良町保健センター１階（役場隣） 

投票の際は投票所入場整理券をお忘れなく！ 

お問合せ先　東串良町選挙管理委員会（役場総務課内） 電話 63-3131（内線 215） 

選挙のお知らせ
　平成 28 年２月 28 日（日）は東串良町長選挙及び東串良町議会議員補欠選挙の

投票日です。有権者の皆様は、棄権することなく投票しましょう。 

　また、投票日当日、都合の悪い方は期日前投票及び不在者投票の制度がありま

すので、これらの制度を活用し、自分の一票を生かしましょう。 

※ 選挙投票所入場券が

届いても転出等により

投票できない場合があ

ります。

防災行政無線
戸別受信機を設置します。
本町では、町民の皆さんに災害時の緊急情報や行政放送を伝達するため防災行政無線を整備しており、
現在、平成元年に導入された設備の更新工事を実施しています。

①まだ、更新されていない方(不在連絡票が入っていた方)
②事業所の皆様で、古い戸別受信機を使用している事業所
③新たに設置したい方、新たに設置したい事業所
　に該当する場合は、下記までお問い合わせ下さい。

■お問い合わせ先：東 串 良 町 役 場　総　務　課　　☎ 0994-63-3131
　　　　　　　　　株式会社九電工　現場事務所　　☎ 0994-45-5083

 ！2月22日（月）以降は古い戸別受信機は使用できなくなります。
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Ｑ
受
賞
後
の
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
方
々
の
反
応

は
ど
う
で
し
た
か
？

Ａ
受
賞
後
は
、
子
ど
も
た

ち
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
方
々
が
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
喜
ん
で
下
さ
り
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
改
め
て

地
域
や
ふ
る
さ
と
の
温
か
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

Ｑ
受
賞
後
、
ご
自
身
の
中

で
も
心
境
の
変
化
は
あ

り
ま
し
た
か
？

Ａ
一
言
一
言
に
と
て
も
注

意
を
払
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
見
本
と

な
る
よ
う
な
教
員
で
あ
り
た
い
と

い
う
自
覚
が
、
以
前
よ
り
芽
生
え

た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
小
さ
な
頃
か
ら
歌
う
こ

と
や
音
楽
は
好
き
だ
っ

た
の
で
す
か
？

Ａ
大
好
き
で
し
た
！
４
歳

か
ら
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を

習
い
、
兄
弟
も
全
員
習
っ
て
い
た

の
で
、
音
楽
に
親
し
み
や
す
い
環

境
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
元
気
が

な
い
と
き
も
音
楽
を
聴
く
よ
り
自

分
で
歌
っ
た
方
が
元
気
が
出
ま

す
。Ｑ

音
楽
を
通
し
て
の
感
動

体
験
等
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
大
好
き
な
ダ
ウ
ン
症
の

叔
母
の
た
め
に
曲
を

作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
叔

母
は
、
涙
を
流
し
て
感
動
し
て
く

れ
、
き
れ
い
事
だ
と
思
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
音
楽
が
持
つ
力
は
す
ご
い
と

感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
先
生
を
志
し
た
き
っ
か

け
は
？

Ａ
２
人
の
先
生
に
影
響
を
受

け
教
師
を
志
し
ま
し
た
。

小
４
の
時
の
音
楽
の
先
生
は
、
頑

張
っ
た
時
は
そ
の
分
誉
め
て
く
れ

る
先
生
で
し
た
。
中
学
校
の
バ
ス

ケ
部
の
顧
問
の
先
生
は
、
熱
心
で

信
念
が
あ
り
揺
る
が
な
い
人
で
し

た
。
と
て
も
厳
し
い
先
生
で
し
た

が
、
本
当
の
自
分
を
引
き
出
し
て

く
れ
た
恩
師
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
先
生
と
し
て
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
？

Ａ
子
ど
も
た
ち
が
悪
い
こ

と
を
し
た
時
は
、
何
故
、

そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か

話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

や
み
く
も
に
感
情
的
に
な
っ
た
り

せ
ず
、
真
剣
に
向
き
合
お
う
と
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
も
気
持
ち

が
通
じ
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
。

Ｑ
柏
原
小
学
校
や
東
串
良

町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

Ａ
柏
原
小
の
児
童
は
、
イ

キ
イ
キ
し
て
い
て
、
気

持
ち
を
素
直
に
ぶ
つ
け
て
く
れ
ま

す
。
東
串
良
町
は
、
自
然
が
豊
か

で
人
も
温
か
い
と
こ
ろ
が
出
身
の

志
布
志
市
と
似
て
い
て
、
と
て
も

居
心
地
が
い
い
で
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
や
抱
負
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
自
分
が
一
番
伝
え
た
い

事
を
伝
え
ら
れ
る
教
師

に
な
り
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
た
く
さ

ん
の
人
と
知
り
合
い
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
し
て
欲
し
い
で
す
。

Ｑ
最
後
に
一
言
お
願
い
し

ま
す
！

Ａ
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
て
き
た
な

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
今
後
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
今
回
の
優
勝
は

子
ど
も
た
ち
や
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
教

員
と
し
て
成
長
し
恩
返
し
を
し

て
い
き
た
い
で
す
！

▲優勝を祝して柏原小の先生方と

▲担任する５年生の皆さんと音楽の授業後に

▲大会でも使われた手作りの横断幕

♪2015全日本歌唱力選手権【歌唱王】で見事優勝!!♪
坪田俊一先生（柏原小学校）にインタビューしました

　昨年 12 月に、東京で開催された「2015 全日本歌唱力選手権【歌唱王】」
で本町の柏原小学校に赴任されている坪田俊一先生が見事優勝されました。
　受賞後は、学校に多くの地域の方から、元気をもらったという声が寄せられ
ています。
　坪田先生に、音楽や子どもたちに対しての思いをインタビューしました。
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みなさんからの情報・話題をお待ちしています。企画課☎63-3122
Part1

門松を寄贈して頂きました　～東串良町建設同志会～

　12 月８日（火）に東串良町老人クラブ連合会女
性委員会（米永美代子委員長）のみなさんが、町
内７施設（ルーピンの里・あじさい・自立支援セ
ンターおおすみ・光祐の里・南の太陽・明光園・
ルピナス会）を訪問し、各施設にタオルを寄贈し
ました。この活動は、友愛活動の一つとして毎年
行われるもので、各施設から「入園者の体拭き等
に一番重宝する」とのことで老連の会員に呼びか
けて集められたそうです。女性委員の方々の心温
まる贈り物、本当にありがとうございました。

ルピナス会での寄贈の様子

東串良町高齢者福祉センターに門松

　12 月 15 日（火）に東串良町老人クラブ連合会会
員の方々が東串良町高齢者福祉センターに門松を
作ってくださいました。
　これは、毎年の恒例となっているもので、立派な
門松が完成しました。　
　松田利三次会長さん他５名の方がご協力くださ
いました。皆さんありがとうございました。

心温まる贈り物
～町老人クラブ女性委員会がタオルを寄贈～

役場正面玄関前 総合センター正面玄関前

　 東串良町建設同志会の皆さんに立派な門松を寄贈して頂きました。
　門松の寄贈は今回で３回目になり、総合センターに設置された門松は、元旦に挙行された成人式に華を添
えていました。　
　東串良町建設同志会では、海岸や道路の清掃等、普段から積極的なボランティア活動を行っています。
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声楽「歌声をきくつどい」開催
　12月 26日土曜日、町総合センターで第2回ミニ・コンサート「歌声をきくつどい」が
開催されました。
　当日は町内在住の吉元直子先生を含む 3 人の先生方による、「声楽」の演奏会が行われ、
「花」・「故郷」・「猫の二重唱」等様々なジャンルの演奏がありました。また、子ども達と一
緒に「Believe」を合唱し会場と一体となった演奏会となりました。
　特別出演として、柏原小学校5年生と坪田俊一先生も参加され「ふるさと～ＨＯＭＥ～」・
「花になれ」を発表してくれました。

　11 月９日（月）に、東串良中学校へ昭和 36 年東
串良中学校卒業生（古希同窓会）の皆さんから校旗
製作に対しての寄附を頂きました。
　東串良中学校では、来年度創立 70 周年を迎える
にあたって、傷みの激しい校旗を新調するための寄
附を募っています。
　昭和 36 年卒業生を代表して中学校を訪れた、吉
田勝海さんと上野和郎さんは、「母校のために少しで
もお役にたてれば幸いです。新しい校旗を楽しみに
しています。」と話してくださいました。

写真左から吉田さん、池田校長、上野さん

校旗製作に対し寄付をくださいました！
～昭和36年東串良中学校卒業生（古希同窓会）の皆さん～

　

県民健康講座のお知らせ
～脳卒中を考える～

　

＊日時　平成 28 年３月５日（土）　午後１時～午後４時
＊場所　 県民健康プラザ健康増進センター　健康科

学館鹿屋市札元１丁目８-７
　　　　※入場無料（申込不要）

　当日、会場内にて、血圧測定、身体検査、健康
相談等が無料で受けられるコーナーを設けていま
す。お気軽にお立ち寄りください。

　東串良町生活研究グループでは、定期的に味噌
作り教室等行っていますが、大ざる等が老朽化し
て困っています。
　皆様のご家庭でご不用になった大ざるがあり、
寄附して頂ける物がございましたら、役場農政企
画係まで連絡をお願いします。

不要になった
味噌用の
大ざるはありませんか。
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みなさんからの情報・話題をお待ちしています。企画課☎63-3122
Part2

東串良Ｂ . Ｃ（バスケットクラブ）が連覇達成！
～東串良Ｂ . Ｃ（バスケットクラブ）～

　12 月５日（土）・６日（日）の２日間、鹿屋工業高校に
おいて、ＣＡＲＤＩＮＡＬＳ　ＣＵＰが行われました。
　大隅地区、曽於地区、都城地区のチームが参加し、
東串良Ｂ．Ｃが見事優勝しました。

　柏原小学校ＰＴＡが、11 月に多年にわたりＰＴＡ
活動を通して地域社会に貢献した功績を称えられ、日
本ＰＴＡ全国協議会から表彰を受けました。
　ＰＴＡ会長の外園祐子さんは、「たくさんの方の協
力を得て今回は表彰を受けることができました。今後
も、学校や地域が元気になるように、より一層ＰＴＡ
活動を頑張っていきたいです。」と抱負を話されました。

ＣＡＲＤＩＮＡＬＳ　ＣＵＰ

写真左から奥園町長、外園会長、岩下校長

平成 27 年度民謡民舞鹿児島県 
連合大会で見事優勝

～木下美代子さん～

　木下美代子さん（熊之馬場上）が、12 月に開催さ
れた「平成 27 年度民謡民舞鹿児島県連合大会」にお
いて見事優勝されました。
　木下さんは、町の生涯学習講座をきっかけに民謡に
親しむようになり、各種大会で優秀な成績を収めてこ
られました。　
　現在は、東京の両国国技館で 10 月に開催される全
国大会に向けて、毎日練習に励んでいらっしゃるそうです。

大隅地区新人大会

　12 月 19 日（土）・20 日（日）の２日間、鹿屋
市体育館において、大隅地区新人大会が行われ
東串良Ｂ．Ｃが見事優勝しました。

日本ＰＴＡ全国協議会から 
表彰を受けました
～柏原小学校ＰＴＡ～
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サツマイモのクリスマスプレゼント
～柏原小校区コミュニティ協議会～

　12 月25 日（金）に柏原小校区コミュニティ協議会で、11 月 21 日に収穫した青果用サツマイモ（寿：髙系 14 号）
を町内にある施設「明光園・光祐の里・南の太陽デイサービス」にクリスマスプレゼントとして、協議会の
事務局【川崎教頭先生・江口政廣さん】と柏原小学校の井口先生 3 人で届けられました。
　プレゼントのさつまいもは大変喜ばれ、それぞれの施設で「早く食べたい！」という声が多く聞かれました。

明光園 光佑の里 南の太陽

　１月７日（木）、町内の３神社（大塚神社、廣田神社、宮貫神社）において、子どもたちのこれまでの成長を感
謝し、明るい将来を祈願する七草祝の行事が行われました。
　日頃は、あどけない表情を見せる無邪気な子どもたちですが、少し緊張した顔で神事に参加し、お祓いを受け
ていました。
　嬉しそうに鮮やかな着物で着飾った子どもたちを、保護者や地域の方々は笑顔で見守っていらっしゃいました。

無病息災を願い健康祈願
町内 59 名の子どもたちが七草祝

宮貫神社 大塚神社廣田神社

来館者７０万人達成！！
～東串良物産館～

　12 月 28 日（月）に東串良物産館来館者数が、70 万人を迎えました。
　鹿児島市にお住いの宮脇弘子さんが 70 万人目となりました。
　くす玉割が行われた後、記念品と焼酎が贈呈され、大変喜ばれて
おりました。宮脇さんは、月一回、大崎町へ墓参りに行かれて、そ
の都度物産館を利用されているとの事でした。

※パートタイム従業者募集中　
　詳細は東串良町物産館　☎ 0994-62-8701 まで

ふるさと納税の返礼品にご協力いただける方は、役場企画課 63-3122 までご連絡ください。

70 万人目の宮脇弘子さん
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新刊紹介

町総合センター　☎６３－２１２２
開館時間：午前９時〜午後５時
土曜日・日曜日も開館しています。

子どもといっしょに読書の日
２月 23 日（火）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

一般書
▪「草雲雀」

　　　　　　　　葉室麟
　媛野藩の若き藩士、栗谷清吾は風采
の上がらぬ三男坊だが、剣はめっぽう
腕が立つ。愛する妻 ＂みつ＂ の望みを
かなえるため剣を抜いた彼の運命は？

絵本
▪ ｢はなちゃんのみそ汁｣

　　　　　　安武信吾・千恵・はな
　自分の命の終わりを宣告されたお母
さんは、愛娘はなちゃんに、生きる力
を伝えます。ベストセラーになった原
本が絵本になりました。今冬映画化も
された話題の作品です。

絵本
▪ ｢おとうさん　ぼくね・・・｣

　　　　　　長谷川義史
　テレビ番組から生まれた絵本。
　「おとうさん、ぼくね、」と遠く離れた
場所へ仕事に行ったお父さんに話しかけ
る僕。お父さんの様子を想像しながら健
気に帰りを待つ描写に心を打たれます。

一般書
▪ ｢Ａではない君と」

　　　　　薬丸岳
　元妻が引き取った息子の翼が死体遺棄
容疑で逮捕された。苦悶する父親は、弁
護士に代わる『付添人』になる選択をす
る。子供が罪を犯した時、親にできるこ
とは何か。深く考えさせられる作品です。

児童書
▪ ｢だれもが知ってる小さな国｣

　　　有川浩
　蜂蜜を採集する「はち屋」の息子、
ヒコ。ある日、両親の手伝いをして山に
入るとどこからか声が聞こえて・・。佐
藤さとるさんから引き継がれ、今も愛
され続けているファンタジー小説です。

一般書
▪「ごてやん」

　　　　　　　　　　　　稲盛和夫
　京セラ、ＫＤＤＩの創業、日本航
空の再生などその偉業で名を知られ
る稲盛和夫氏。７人兄弟の次男とし
て生まれた著者と母・キミとの絆を
力強く、情熱溢れる一冊です。

一般書
▪ ｢人魚の眠る家」

　　　　　　　　　　　　東野圭吾
　娘がプールで溺れた。突然の悲報に
慌てて病院に駆け付けた夫婦を待って
いたのは、残酷な現実だった。苦悩す
る母親のとった選択とは、、、

一般書
▪「光のない海」
　　　　　　　　　　　　白石一文
　建材会社の社長を務める高梨修一
郎。怒涛のように過ぎ去った日々の
中に埋もれた彼の秘密とは？個人と
社会の狭間にある孤独を描いた長編
小説。

※�昨年 10 月より実施のスタンプキャンペーン第６弾

は、今月で終了致します。使用途中のカードはあり

ませんか？ご利用お待ちしています。

※�県立図書館からの本が新たに入れ替えてあります。

是非、ご使用ください。

※�県図書が２冊行方不明で探しています。�

きみまろ「夫婦川柳」傑作選と孤独の力（五木寛之著）です。

貸出台帳の記入ミス等でお心あたりのある方、また見かけら

れた方は、返却ポストか図書室まで返却をお願い致します。

※�平成28年新成人者より、

本の寄贈がありました。

「一人でも多くの子供達

に本の楽しさを知って欲

しい。」との思いを込め

て『児童』向けの本が届

けられました。是非、ご

活用ください。
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満一歳すこやかスナップ

網中　賢
けんしん

信ちゃん

（第二にぎやかタウン池之原）
平成27年 1月20日生まれ
父：信義さん　母：麻美さん

★保護者から一言★

お誕生日おめでとう！！
これからも、お姉ちゃん、
お兄ちゃんと仲良くね★

うまれてきてくれてありがとう！

宮内　陽
ひ ま り

茉梨ちゃん

（安留上）
平成27年２月９日生まれ

父：純平さん　母：鮎美さん

★保護者から一言★

１歳のお誕生日おめでとう♥♡
いつもその笑顔でみんなを
癒してくれてありがとう。
これからも元気いっぱい

に育ってね。

河野　晴
はるまさ

将ちゃん

（池之原中）
平成27年２月６日生まれ

父：淳司さん　母：真奈美さん

★保護者から一言★

　晴くんへ
このまま元気で素直に成長してね！！

　パパ、ママ、結依より

子育て支援センターひまわり館

ひまわり通信
ひまわりカレンダー　【２月１日～２月29日予定表】

★ 午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
　（カレンダ−記載の活動は午前中に行っています。）
★ ０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合せ先 東串良町委託事業子育て支援センター
 ひまわり館（青葉保育園内）　
 ☎（６３）５５３３

日 月 火 水 木 金 土

2/1 2 3 4 5 6
カレンダー作り 休館 豆まきをしよう 絵本との出会い ふうせんバレー 休館

7 8 9 10 11 12 13

休館 好きな遊びを
楽しもう

手作りおもちゃと
お茶（ひっとべ館）

ベビーマッサージ
（ひまわり館） 休館 バレンタインカード

を作ろう 休館

14 15 16 17 18 19 20

休館 身体測定 休館 親子体操
（総合センター） 園庭遊び ガーランド作り 休館

21 22 23 24 25 26 27

休館 ドライブごっこ 休館 親子でエアロビ
（保健センター） 英語にＴＲＹ ひな人形を作ろう 休館

28 29

休館 お楽しみ会
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、 

表
彰
式
＆
き
も
つ
き
消
防
音
楽
隊 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

　

春
季
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
～
３
月
７

日
）
の
一
環
と
し
て
、
管
内
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
防
火
書
道
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
火
災
予
防
を
訴
え
、
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
し
た
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
特

選
受
賞
者
へ
の
表
彰
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
表
彰
式
は
き
も
つ
き
消
防
音
楽
隊

の
生
演
奏
で
行
う
と
と
も
に
、
多
く
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
話
題
性
の
あ
る
曲
を

中
心
に
選
曲
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
28
年
２
月
14
日
（
日
）　

11
時
か
ら
12
時

○
場　

所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店

　

鹿
屋
市
白
崎
町
４
番
１
号

○
防
火
書
道
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示
期
間

　

平
成
28
年
２
月
10
日（
水
）～
２
月
16
日（
火
）

　

午
前
中
ま
で
の
７
日
間

■
お
問
い
合
せ
先

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

　

消
防
本
部　

予
防
課

　

☎
０
９
９
４（
41
）７
１
８
３

交通安全祈願祭を開催

　平成28年１月５日（火）に、肝付町の四十九
所神社で交通安全祈願祭が行われました。
　鹿児島県交通安全協会肝付地区協会、肝付町・
東串良町の交通安全協会の主催で開催されました。
　当日は、神事が行われ、両町の平成28年中
の交通安全が祈念されました。

交通安全を祈念して

コウノトリを発見！

　平成27年11月下旬に川東の水田でコウノ
トリが発見されました。
　コウノトリは、乱獲や農地のほ場整備、河
川改修による湿地の消滅、そして農薬の使用
により、一時絶滅の危機に陥りました。
　しかし、人工繁殖による保護と努力で、現在は、
自然放鳥した鳥の産卵が各地で確認されるよう
になりました。

「
常
勤
医
師
の
公
募
」
の
お
知
ら
せ

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　

○
消
化
器
内
科
医　

１
名

　

○
総
合
診
療
科
医　

１
名

　

を
公
募
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
に
大
隅

地
域
で
の
勤
務
を
考
え
て
お
ら
れ
る
医
師
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
ご
連
絡
・
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

　

 

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
９
４（
42
）５
１
０
１

山
川
・
根
占
航
路
フ
ェ
リ
ー 

　

ド
ッ
ク
に
よ
る
運
休
の
お
知
ら
せ

○
運
休
期
間

　

平
成
28
年
２
月
15
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
　

３
月
４
日（
金
）ま
で

※ 

ド
ッ
ク
の
状
況
に
よ
り
、
運
行
再
開
日
が

前
後
す
る
場
合
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

　
（
有
）
南
九
船
舶
フ
ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う

　
（
山
川
営
業
所
）

　

☎
０
９
９
３（
34
）０
０
１
２

　
（
根
占
営
業
所
）

　

☎
０
９
９
４（
24
）２
５
３
１
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セーフティライフ

く  に  み  岳 みんなで  つくろう  安全安心の街 「車内安全運動」推進中

 

                                                
  
                                 
                      

                
 

 
 

 
 
  

   

                   

  
   
 
    

 
  
                                                         
               
 
 
 
 
    
                 

 
               
                              

     
 
  
  
      

   
  

凶悪犯 0 件（±0 件）  

窃
盗
犯
の
内
訳 

万 引 き  12 件（－9 件） 
粗暴犯 5 件（－1 件） 自 動 車 盗 1 件（－1 件） 
窃盗犯 66 件（－19 件） オートバイ盗 3 件（＋2 件） 
知能犯 １件 (±0 件) 自 転 車 盗 5 件（＋2 件） 
風俗犯 0 件（±0 件） 車 上 ね ら い  9 件（－12 件） 
その他 5 件（±0 件） そ の 他 36 件（－1 件） 
総 数 77 件（－20 件） 合  計 66 件（－19 件） 

みんなで つくろう 安全安心のまち  「車内安全運動」推進中 くにみ岳 

刑 法 犯 認 知 件 数（肝付署管内） 
            （平成27年12月末現在） 

地域安全ニュース 平成 28 年 2 月号（第 249 号）肝付地区防犯協会（電話 0994－65－0110 内線 583） 

＊（ ）内は、前年同期比 

★コンビニで強盗対処訓練を実施 
平成 27 年 12 月 14 日、ローソン肝付内之浦店において、強盗対処訓練が行われ、系列のスタッフや関係者、

警察署員、地域安全モニター等約 20 名が参加し実施されました。 
 訓練は、平日の午後、刃物を隠し持った男が客を装い店に入り、店内にいた客を人質に取り、店員を脅かし
現金を奪って逃走するとの想定で行われました。強盗役に扮した警察署員が買い物客を装って店に入り、店内
で買い物をしていたお客（署員扮する）を人質に取り、レジ店員へナイフを突きつけ「金をださんか！警察に
通報するなよ、顔を覚えているからな」と脅かし金を奪い、外に停めていた車で逃走。犯人が逃走したあと他
の店員が 110 番へ通報し、レジ店員は逃げる犯人の車を追いかけカラーボールを投げつけ、駆けつけた警察官
へ犯人の特徴や逃走方向、被害状況などを報告する訓練を行い、本番さながらの訓練で参加者も緊張した様子
で訓練を見守りました。また、店員全員でカラーボールを投てきする訓練も行いました。 
 講評では、肝付警察署生活安全課の課長、課長代理、担当署員それぞれから「犯人はいきなりは入って来な
い、犯人は必ず下見をします。強盗しやすい店かどうか、店内を回りその方法を考える。犯人は顔を見られた
くないという心理があるので、声掛け、挨拶することが大事であり、店員による自主警戒も重要です。万が一、
事件が発生したら、まず自分の身の安全を守り、そしてお客様の身の安全を守ってください。」などとアドバイ
スがありました。 
 
 
 
 
 
客を人質に金を要求する犯人 警察官に報告する店員  カラーボール投てき訓練   講評状況 

‐児童の安全をサポート‐ 
少年ボランティア連絡会（小竹範夫

会長）が早朝立哨を、昨年 11 月 11 日
内之浦小学校、同年 12 月 11 日岸良小
学校で実施しました。 
 この日は、少年補導員を中心に学校
関係者や警察署・地域安全モニター等
の参加のもと、校門付近で児童の見守
りと挨拶運動等を行い、登校時の安全
をサポートしました。 
 
 
 
 
内之浦小学校   岸良小学校 

★ 年末年始（特別警戒）地域安全運動で啓発キャンペーン実施 
 年末年始（特別警戒）地域安全運動期間中（平成 27 年 12 月 10 日～平成 28 年 1 月 10 日まで）、管内の 2 箇
所で、防犯啓発キャンペーンを実施しました。 
 12 月 1５日、午前 10 時から鹿児島銀行高山支店駐車場、同日午後 4 時からフレッシュミネサキ高山店駐車場
において、警察署と防犯協会が連携し、地域安全モニターの協力のもと、地域安全活動を行いました。 
 銀行では、「うそ電話詐欺」による被害に遭わないよう、チラシや防犯ティッシュ等を配布し、注意を呼び掛
けました。また、フレッシュミネサキ高山店では、「車内安全運動」等を広めるため、警察署員が作成した、「車
に貴重品（現金等）を置き忘れてはいませんか？ 車の鍵をかけましたか？」をチェックする「被害防止ステ
ッカー」を、車内の目の付きやすいところに貼付し、「車上ねらいに遭わないように注意してくだい。」などと
呼び掛けました。 
 
 
 
 
 
 

 
（銀行駐車場での啓発状況）      （商店駐車場での啓発状況） （ステッカー貼付状況） 

    

  

★「車内安全運動」推進中  ～車上ねらいに注意！！～ 
 

～鍵かけて、金置かざれば、被害なし～ 
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投　

稿　
　

東
串
良
町
短
歌
会　

閑
散
な
る
商
店
街
を
も
包
み
込
み	

　
　

被
害
も
た
ら
し
地
上
に
吹
雪
く	

松
矢　

京
子

自
治
会
の
初
顔
ば
か
り
の
蕎
麦
打
ち
に	

　
　

住
め
ば
都
と
汝な
れ

は
言
い
た
り	

持
留
タ
ツ
子

初
雪
は
紅も
み
じ葉
の
枝
に
雪
の
花	

　
　

荒
れ
た
る
庭
も
真
白
に
輝
き	
柚
木
原
み
つ
え

数あ
ま
た多
あ
る
賀
状
の
中
に
際
立
つ
一
葉	

　
　

流
麗
な
る
文
字
歌
の
師
の
筆ふ
で

な
り	

福
永　

康
子

指
宿
は
黄
金
色
に
輝
い
て	

	

　
　
　
　
　
　

人
々
溢
れ
地
域
を
興
す	

永
田　

康
朗

新
し
き
望
も
な
け
れ
ば
せ
め
て
も
の	

　
　
　
　
　

現
状
維
持
の
一
年
で
あ
れ	

藤
元
美
保
子

西せ

ご郷
ど
ん
に
雪
の
帽
子
は
似
合
は
ぬ
と	

　

ド
レ
ス
の
桜し

ま島
が
燥は
し
ゃぎ
居
る
な
り	

田
之
畑　

稔

裁
か
る
る
厳
し
き
世
に
ぞ
天
下
る	

　
　
　
　

神
の
光
に
救
ひ
を
ね
が
ふ	

三
原　

誠

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日
常
の

素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
63
―
２
３
８
５
）

郷
愁
（
如
月
）　

高
崎　

唯
子

真
っ
直
ぐ
に

　

脇
目
も
振
ら
ず

　
　
　
　
　

牡ぼ

丹た
ん

雪ゆ
き

　

牡
丹
雪
は
早
春
を
表
象
す
る
に

相
応
し
い
雪
で
あ
る
。
水
っ
ぽ
く
て

重
く
、
真
っ
直
ぐ
に
落
ち
て
来
る
。

積
っ
た
雪
は
融
け
易
く
、
春
の
盛
り

を
目
前
に
あ
っ
け
な
く
消
え
去
る
の

で
「
沫あ
わ

雪ゆ
き

」
と
も
呼
ば
れ
る
。

草
陰
に

　

そ
っ
と
置
き
け
り

　
　
　
　
　

別
れ
霜

　

別
れ
霜
に
は
、「
転
居
の
挨
拶

に
伺
っ
た
が
、
ご
就
寝
の
所
態わ
ざ
わ
ざ々

起
き
て
貰
う
程
の
事
で
も
な
く
置

手
紙
で
失
礼
」
的
な
配
慮
と
共
に
、

他
人
の
不
幸
に
同
情
し
て
労い
た

わ
る

「
惻そ
く
い
ん隠
の
情じ
ょ
う」
さ
え
偲
ば
せ
る
。

※	

各
句
内
の
季
語
に
印
が
入
っ
て

い
ま
す
。

※※

大崎幼稚園　☎・FAX  099（476）3455

２月1８日（木）10時～　＊小麦粉粘土遊び・お菓子作り
３月３日（木）10時～　＊ひな人形製作、ひなまつり会
３月２２日（火）10時～　＊遠足に行こう

＊園児募集について＊

★平成 ２7 年度の入園は、随時受け付けています。
★平成 ２８ 年度（平成 ２８ 年４月）入園願書受付中。
●保育時間　午前７時 30分～午後７時（４時から延長保育）
●�保育料の奨学費（就園奨励費）と幼稚園独自の兄弟半額
補助があります。

『ひよこクラブ』 活動計画

☆読み聞かせは、毎回行っています☆

広  告

大崎幼稚園子育て支援 『ひよこクラブ』
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『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住

民
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

（
敬
称
略
）

　

氏　

名 

年
齢 

　

振
興
会

下
伊
倉
ヨ
キ	

八
九	

岩
弘
下
西
一

藥
丸　

ト
シ	

九
三	

大

塚

川
野
ミ
ユ
キ	

九
三	

新

町

下

林
田　

妙
子	

六
三	

溜
水
下
東

前
東　

睦
夫	

九
三	

岩
弘
上
東

櫛
下　

昭
一	

八
八	

岩

弘

上

末
吉　

竜
也	

十
九	

岩
弘
上
東

坂
元　

ム
ツ	

九
六	

豊

栄

上

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

12
月
13
日
～
１
月
12
日

（
敬
称
略
）

　
　
（
１
月
12
日
現
在
）

◎	

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
岩
弘
下
西
一
の
故･

下
伊
倉
ヨ
キ
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
下
伊
倉
智
明
さ
ん
か
ら

▼
大
塚
の
故･

藥
丸
ト
シ
さ
ん
の

　

ご
遺
族･
藥
丸
正
人
さ
ん
か
ら

▼
新
町
下
の
故･
川
野
ミ
ユ
キ
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
川
野
利
子
さ
ん
か
ら

▼
溜
水
下
東
の
故･

林
田
妙
子
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
永
山
真
由
美
さ
ん
か
ら

▼
岩
弘
上
東
の
故･

前
東
睦
夫
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
野
口
幸
司
郎
さ
ん
か
ら

▼
岩
弘
上
の
故･

櫛
下
昭
一
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
櫛
下
昭
男
さ
ん
か
ら

▼
豊
栄
上
の
故･

坂
元
ム
ツ
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
福
田
麗
子
さ
ん
か
ら

振
興
会

豊
栄
中
二

境

新

町

中

氏　

名

吉
川　

文ふ
み

乃の

榎
田
侑ゆ

右う

玄げ
ん

永
野　

優ゆ
う

里り

保
護
者

　

大
樹　

　

優
貴

栄
幸 

美
香

光
幸 

美
和
子

平成27年度 第12回定例教育委員会
日時：平成 28 年３月４日（金）

時間：午前 10 時～

場所：東串良町役場 
　　　３階会議室

【お問い合わせ先】東串良町教育委員会

どなたでも御自由に傍聴していただくことができます。
ぜひお越しください。

町
社
協
だ
よ
り

公営住宅空き情報（平成28年２月10日現在）

● 退去をされる方は、1 ヶ月前までにご連絡ください。
◆ 詳しくは、役場総務課財務係へお問い合わせください。
　☎ 63-3131　内線 212

公営……所得に応じて家賃が毎年変わります。
特公賃…一定以上の所得が必要で、家賃は変わりません。

［公営］街道団地 １戸
［公営］石堀団地 ２戸
［公営］古市団地 １戸

［公営］熊之馬場団地 ２戸
［特公賃］松原団地 ３戸
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こよみ CALENDAR
※変更される場合があります。ご注意ください。

●発行／東串良町企画課
〒 893 − 1693　鹿児島県肝属郡東串良町川西 1543　☎ 0994 − 63 − 3122　Fax　0994 − 63 − 3138
東串良町のホームページ　http://www.higashikushira.com/　E-mail　kikaku@higashikushira.com

場　所

ごみ収集

：市街地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：農村地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：その他燃やせないごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ中央収集
　AM9:00～AM12:00　PM1:00～PM4:00

清掃センター　（６３）０１６８

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
改 善 セ ン タ ー
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター
物 産 館

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

福
物

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３－３１０２
福 祉 課 ６３－３１０３
税 務 課 ６３－３１０９
会 計 室 ６３－３１２１
総 務 課 ６３－３１３１
企 画 課 ６３－３１２２
経 済 課 ６３－３１２３
建 設 課 ６３－３１２６
農 業 委 員 会 ６３－３１２９
議 会 事 務 局 ６３－３１３２
監 査 委 員 室 ６３－３１３２
管 理 課 ６３－３１３３
社 会 教 育 課 ６３－３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

水道漏水当番

日曜在宅医当番

消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－火事・救急は『１１９』番へ－

２月の納税

※ 公共料金の納付を口座振替で希望している方は残高
をご確認ください。

２月 ( 有 ) 野村設備工業 63-0757

★納期限までに納入しましょう。
（ ２ 月29 日 ）口 座 引 落 日

63-7878２月14日 黎明脳神経外科
63-201021日 新中須医院

28日 山路医院 63-2134

３月 ( 有 ) 外  西  建  業 63-5635

国 民 健 康 保 険 税 （ ８ 期 ）

63-2521３月６日 内村産婦人科

後期高齢者保険料 （ ８ 期 ）
介 護 保 険 料 （ ８ 期 ）

日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
日

・ 東串良町長選挙及び東串良
町議会議員補欠選挙

・二月踊り（大塚神社）

13
土

・  小学校英語活動発表大会及び 
英語暗唱大会　総

29
月

14
日

聖バレンタインデー
１
火

女性の健康週間（～８日）

15
月

２
水

16
火

３
木

ひな祭り

17
水

・ペンギン（両親）学級
保 PM1:00 ～

・行政相談　   総  AM10:00 ～

４
金

・第12回定例教育委員会役

18
木

５
土

啓蟄

19
金

育児の日
６
日

20
土

青少年育成の日
７
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　福 AM9:30 ～

21
日

・ 町生涯学習推進大会及び 
高齢者大学２月学習会　総

・ 二月踊り（廣田神社）

８
火

・シャボン玉教室
保 PM1:00 ～

22
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　福 AM9:30 ～

９
水

23
火

・３歳児健診　保 PM1:00 ～
・二月踊り（宮貫神社）

10
木

農村漁村女性の日

24
水

11
金

25
木

12
土

26
金

・母子健康相談
　　　　　　保 PM1:00 ～ 　

27
土

　

2/13　3/12


